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[諸言] 有機エレクトロニクスの分野において、塗布プロセスによるデバイス製造の低コスト化、

大面積化の実現は重要な課題と位置付けられている。カルバゾールデンドリマーは塗付成膜  

性、熱的安定性、正孔輸送性等を有するため、塗布型有機 EL の正孔輸送材料や燐光材料のホス

ト等として応用研究が為されてきた[1]。このような背景に対し、最近我々はカルバゾールデンド

リマーのコア部位に電子受容性の s-トリアジンを連結する事で熱活性遅延蛍光(TADF)材料として

機能する事を見出し、ニートフィルムを発光層とした塗布型有機 EL の開発に成功した[2]。これ

を踏まえ、本研究ではデンドリマーの分子構造に関するさらなる知見を得るため、コア部位をベ

ンゾフェノンとするカルバゾールデンドリマー GnB (n = 2,3 [3])の光学特性と塗布型有機EL素子

の評価を行った。 

[結果] Fig. 1にGnBの分子構造とニートフィ

ルムの発光減衰曲線の温度依存性を示す。

100 Kから 300 Kの測定温度範囲において、

マイクロ秒オーダーの長寿命成分(TADF 成

分)が観測され、測定温度に依存して変化して

いることが分かる。蛍光スペクトルと燐光ス

ペクトルの比較より、励起一重項と励起三重

項間のエネルギー差(ΔES-T)はそれぞれ 0.09 

eV (G2B)、0.05 eV (G3B)と見積もられ、既報

の TADF 材料と同程度の小さなΔES-Tを示し

た。 

 さらに有機層を全て塗付プロセスにて成膜した有機 EL 素子(ITO/PEDOT/PVK/GnB/TPBi/Ca/Al)

において、最大外部量子効率 5%を超える高効率発光を得る事に成功した。 
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  Fig. 1 G2B、G3B の分子構造と各ニートフィルム

の発光減衰曲線温度依存性 
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